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一般会計
歳出総額

142億1,957万円 民生費
59億1,697万円
41.6％

公債費
10億9,520万円

7.7％

教育費
21億659万円
14.8％

衛生費
12億9,265万円

9.1％

土木費
12億4,215万円

8.7％

総務費
11億384万円
7.8％

消防費
5億2,996万円
3.7％

農林水産業費
1億4,017万円
1.0％

その他
7億9,205万円
5.6％

　
歳
出
は
、
前
年
度
よ
り
１
億
１
千
１
６
６
万
円
の
減
額
で
し
た
。

　
医
療
・
福
祉
な
ど
に
使
う
民
生
費
が
年
々
増
加
し
、
全
体
の
41･

６
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
小
中
学
校
の
増
築
工
事
の
完
了
な
ど
で
、
教
育
費
が
減
少（
前
年

度
比
24･

９
％
減
）し
、
全
体
の
14･

８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 医療・福祉

に使うお金
です。

借り入れの
返済金です。

町税
64億4,240万円

44.1％

繰入金
5億5,008万円
3.8％

その他
15億5,841万円
10.7％

町債
6億6,614万円
4.6％

地方交付税
10億2,910万円

7.0％

依存財源
60億4,792万円
41.4％

国・県支出金
32億8,108万円
22.5％

その他
10億7,159万円

7.3％

自主財源
85億5,090万円
58.6％

一般会計
歳入総額

145億9,882万円

　
歳
入
の
う
ち
、
町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
全
体
の
58･

６
％
で
、
国
・
県
支
出
金
や
交
付
金
な
ど
の
依
存
財
源
は
41･

４
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
町
税
の
伸
び（
前
年
度
比
1.3
％
増
）が
見
ら
れ
る
一
方
、
ふ
る
さ
と
納
税
は

減
少
し
、
0.9
億
円
の
寄
附
金
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

町民税、固定
資産税など、
町民の皆様に
納めていただ
く税金です。

医療・福祉
など使い道
が決まった
補助金です。

ふるさと納
税の寄付金
はここに含
まれます。

自治体の規
模や人口に
応じて国か
ら交付され
る お 金 で
す。

町の借り入
れ金です。

※�端数処理（四捨五入）により合計が
一致しない場合があります。

　令和元年 第３回（９月）定例会は、９月６日から９月30日までの会期で開催されました。
　９日から11日までが一般質問で、12日から決算・補正予算審議、次に各委員会の審査を
行ない、議案27件・陳情４件、決議１件の審議を行いました。（詳しい賛否表はP ９）

30年度　一般会計決算　　行政効果をどう評価？
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30年度　一般会計決算　　行政効果をどう評価？
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粕屋西小学校プール改修工事� 1億8,468万円

はこぶね認定こども園保育園部分増築工事
及び幼稚園部分建替工事　補助金� 2億3,782万円

仲原小学校西側東側ブロック塀改修工事� 475万円

大川小学校歩道橋改修工事� 3,543万円

いろどり保育園保育所整備交付金� 2億5,399万円

柚須駅駐輪場整備工事� 596万円



補正予算と主な内容

学
校
教
育
課

　
粕
屋
西
小
学
校
の
学
童
保
育

所
増
築
工
事（
定
員
80
人
増
）の

設
計
見
直
し
に
伴
う
工
事
費
の

増
額

・�

学
童
保
育
利
用
者
の
安
全
や

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

玄
関
・
ト
イ
レ
の
増
設

増
築
工
事
所
要
額

　
６
，
０
０
０
万
円

当
初
予
算
額

　
５
，
４
０
０
万
円

今
回
補
正
額

　
　
　
６
０
０
万
円

①令和元年度一般会計
　第２回補正予算（８月）

補 正 額
600万円

予算総額
149億1,244万円

道
路
環
境
整
備
課

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
解
体
に
向
け

た
土
壌
汚
染
調
査（
表
層
調
査
）

の
結
果
、
土
壌
汚
染
対
策
法
に

基
づ
き
詳
細
調
査
等
を
追
加

・�

土
壌
汚
染
詳
細
調
査
費（
水
質

検
査
、
滞
留
水
処
分
、
深
度

調
査
）の
追
加

�

４
，
９
０
０
万
円

③令和元年度一般会計
　第４回補正予算（９月）

補 正 額
4,900万円

予算総額
150億6,849万円

子
ど
も
未
来
課

　
令
和
元
年
10
月
か
ら
実
施
さ

れ
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
へ
の
対
応

・
事
務
費
等�

５
６
３
万
円

・
私
立
幼
稚
園
奨
励
事
業

�
２
，
８
６
７
万
円

　
令
和
２
年
４
月
か
ら
実
施
さ

れ
る
町
立
幼
稚
園（
大
川
、
西
）

で
の
３
歳
児
受
け
入
れ
へ
の
対

応・�工
事
請
負
費（
３
歳
児
対
応
ト

イ
レ
工
事
）�

２
３
１
万
円

・�

備
品
購
入
費（
３
歳
児
対
応

机
・
い
す
な
ど
）

�

１
９
９
万
円

②令和元年度一般会計
　第３回補正予算（９月）

補 正 額
1億  705万円

予算総額
150億1,949万円

総
合
窓
口
課

　
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
等

の
改
正
に
よ
り
、
本
年
11
月
5

日
か
ら
住
民
票
・
個
人
番
号
カ
ー

ド
に
旧
姓
併
記
の
取
り
扱
い
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
印

鑑
登
録
証
明
書
へ
の
旧
姓
併
記

に
つ
い
て
も
今
年
度
中
に
対
応

・�

シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
の
追
加

�

２
０
５
万
円

地
域
振
興
課

　
農
業
機
械
共
同
利
用
組
合
な

ど
に
対
す
る
補
助
が
、
農
業
機

械
の
買
替
ま
で
拡
大
さ
れ
た
こ

と
に
伴
う
補
助
金
の
増
額

・�

農
業
振
興
特
別
対
策
事
業
補

助
金�

３
３
３
万
円

（�

２
組
合
か
ら
コ
ン
バ
イ
ン
２
台
申
請
）

主な歳出のみ�
掲載しています。
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旧粕屋町清掃センター



委員会レポート

〇臨時・非常勤職員は、会計年度任用職員に変わります。
　地方公務員法及び地方自治法の

一部を改正する法律が制定されま

した。

　このような中で、臨時・非常勤

職員の適正な任用・勤務条件を確

保することが求められています。

　主な改正内容は、一般職の会計

年度任用職員制度を創設し、任用、

服務規律等の整備を図るととも

に、特別職非常勤職員及び臨時的

任用職員の任用要件の厳格化を行

い、会計年度任用職員制度への必

要な移行を図るものです。

〇粕屋西小学校学童保育所増築工事が始まります。
　令和２年度定員増加のため、増築工事を実施します。定員120名から200名となります。

　業者８社にて入札を行い、株式会社オリーブハウスが5,327万円（税抜き）で落札しました。

　増築建物概要
　「構　　造」

　　軽量鉄骨２階建て

　「施設概要」

　　学童保育所　２室

　　男女トイレ

　　（大便器４基、小便器２基）

　　玄関　電気設備　機械設備ほか

総務常任委員会

学童保育所
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任用根拠の明確化、適正化のイメージ

30 12  
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〇江辻橋橋梁補修工事が行われます。

　江辻橋は車道橋が昭和43年に、歩道橋

は昭和50年に建設され、町内に122ある

橋の中でも古く、傷みの激しい状態にあ

ります。

　今回、10月１日から来年の２月28日ま

で、橋梁の補修工事が行われます。

　工事期間中、自動車の通行は禁止され、

迂回することとなります。歩行者に限っ

ては、通行できるような配慮がなされます。

　委員会のなかで、障がい者でも通行できる2.5m幅員の歩道にできないか、また

車両通行止め期間の体制を万全にするよう意見が出されました。

　町が管理する橋は、５年に１度は定期点検されています。

〇酒殿地区の住居表示変更が、11月30日から実施されます。

　平成17年駕与丁地区からスタートしました住居表示の変更、今回は大字酒殿と

大字仲原の一部を含む地区が実施されます。

　新しい住居表示はすべて、役場の位置を基準に番号づけがなされています。

古くなった江辻橋

今回の新住所地図

建設常任委員会
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〇粕屋町立幼稚園の入園料及び保育料が無料になります。

　子ども・子育て支援法の一部を改正する法律が令和元年５月に成立し令和元年

10月１日から施行されます。

　主な改正は、満３歳以上教育・保育の保護者と、満３歳未満の保育の保護者で市

町村民税非課税世帯は無償となります。

〇粕屋町印鑑登録の取り扱いが変更されます。

　女性活躍推進の観点から住民票や個人番号カードに、本年11月５日から申請さ

れた方に限り、旧姓を現在の姓と併記する取扱いが開始されることになりました。

これに伴い、印鑑登録証明書にも旧姓併記が必要な場合も考えられることから、そ

れを可能とするものです。

〇町営住宅家賃の滞納問題は和解に応じることになりました。

　福岡地方裁判所において係争中の建物明け渡し等請求事件は、裁判上の和解をす

るにあたり議会での議決が必要であることから、町から和解の議案が提出され可決

しました。

　事件の概要は、町営住宅入居者が家賃を滞納し、町からの再三にわたる督促にも

かかわらず、納付しなかったため福岡地方裁判所に申し立てを行いました。その後、

相手方から分割払いの提案があり、粕屋町は債権の円滑な回収を図ることを考え和

解に応じるものです。

中央幼稚園 仲原幼稚園

厚生常任委員会
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　昭和61年７月に、地元３町
（粕屋町、志免町、須恵町）が、
国鉄から１億円で「国鉄志免炭
鉱ボタ山跡地」を取得しました。
　このボタ山跡地の開発につい
ては、３町の町長及び議員代表
で構成する協議会で検討が行わ
れてきましたが、様々な課題が
あり、現在に至っています。
　このような中、本年８月に開
催された協議会総会でボタ山の
管理と開発を分けての協議会設
置などの提案がありました。
　下記のとおり粕屋町議会としての意見を提出しました。

記
1　�管理と開発に分けての協議会設置は、承認する。
2　�町の特別委員会は、�継続する。
3　�規約改正案については、各委員から出された意見等を添付するので、参照されたい。
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　特別委員会では、昨年11月に町長へ提
言書「老朽化した町立保育所の建て替えに
ついて」を提出しています。
　これに対する町の考え、特に提言書で示
した建設場所について、６月、７月に続き、
町長から検討状況の報告を受けました。
　建設場所について、建設が困難な新たな
要因が判明しましたので、再度見直しを行
うことにしました。

昭和後期の国鉄志免炭鉱ボタ山跡地

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

国鉄志免炭鉱ボタ山開発特別委員会

町立保育所の建て替えに関する特別委員会
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一目でわかる審議結果

○�⇒�賛成　　●�⇒�反対
―�⇒�退席　　欠�⇒�欠席

採
決
結
果

賛
成（
人
）

末
若　

憲
治

井
上　

正
宏

案
浦　

兼
敏

安
藤　

和
寿

中
野　

敏
郎

木
村　

優
子

川
口　
　

晃

太
田　

健
策

福
永　

善
之

田
川　

正
治

久
我　

純
治

本
田　

芳
枝

山
脇　

秀
隆

八
尋　

源
治

小
池　

弘
基

鞭
馬　

直
澄

令和元年度　粕屋町後期高齢者医療
特別会計補正予算

可
決13 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

平成30年度　粕屋町国民健康保険
特別会計歳入歳出決算の認定

認
定13 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

平成30年度　粕屋町後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算の認定

認
定13 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

平成30年度　粕屋町介護保険特別
会計歳入歳出決算の認定

認
定14 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯

和　解
（町営住宅家賃の滞納者に対する）

可
決14 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

看護師の全国を適用地域とした特定最
賃の新設を検討することを国に働きか
ける意見書提出を求める陳情

不
採
択
５ ● ● ● ● ◯ ● ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ● ● ●

介護従事者の全国を適用地域とした特
定最賃の新設を検討することを国に働
きかける意見書の提出を求める陳情

不
採
択
５ ● ● ● ● ◯ ● ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ● ● ●

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤
交替制労働の改善を国及び県に働きか
ける意見書の提出を求める陳情

不
採
択
５ ● ● ● ● ◯ ● ◯ ● ● ◯ ◯ ◯ ● ● ●

天皇陛下御即位奉祝賀詞決議に関する
陳情

採
択13 ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯

天皇陛下御即位奉祝賀詞に関する決議 可
決14 ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

（賛否の分かれた議案・陳情書・決議のみ）

☆�議案名については分かりやすい文言に置き換えています。



町政を問う  一般質問
　一般質問は定例会で行われ、粕屋町は会期の始めに行っています。議員は、町政
全般にわたって、町長など執行機関の考えを問いただします。
　質問の内容は事前に通告し、持ち時間60分の範囲で※１問１答で行います。
※質疑、答弁を理解するまで繰り返す方法

記事は会議録に基づき、議員個々の原稿を議員責任の下に掲載しております。
また、写真なども議員提出によるものを掲載しています。
詳細は会議録【ホームページ・議会事務局・粕屋フォーラム（図書館）に置く】をご参照ください。

※バラは粕屋町の町花です。

掲載は質問順としています。

令和元年９月９日、10日、11日実施

山脇　秀隆�議員　　P11
①農業用ため池管理保全法
②南里水路の今後の対応を聞く
③犯罪現場の早期改善は

木村　優子�議員　　P12
①里親制度への取り組みは
②新生児聴覚検査への取り組みは
③共生社会へ環境整備を

太田　健策�議員　　P13
①都市計画マスタープランについて
②高齢者の免許返納について

田川　正治�議員　　P14
①教室不足解消のため小学校の新設を
②中央保育所の雨漏りの改修を緊急に
③特養ホームの新設で待機者の解消を

本田　芳枝�議員　　P15
①５万人のまちづくりとは

案浦　兼敏�議員　　P16
①今回の見直しでの主な修正事項は
②九大原町農場の移転完了時期は

久我　純治�議員　　P17
①第５次粕屋町総合計画について
②マイナンバーカードについて

川口　　晃�議員　　P18
①柚須文化センター等の耐震診断は
②通学路の歩道の拡幅と電柱の移設

福永　善之�議員　　P19
①消防団のあり方

安藤　和寿�議員　　P20
①オリンピックの合宿などの誘致は
②仲原小児童増、受け入れは万全か

中野　敏郎�議員　　P21
①魚道があるのに
②大川小学校の安全対策は

井上　正宏�議員　　P22
①防犯対策の今後の取り組みは
②学童保育指導員の給与改善は
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山脇　秀隆 議員

農業用ため池管理保全法
箱田・町長／自治体所有含めて12か所

山
脇

　

特
定
農
業
用
た
め
池
指

定
と
管
理
の
状
況
は
。

町
長

　

決
壊
し
て
周
辺
地
域
に

被
害
を
与
え
る
恐
れ
の
あ

る
特
定
農
業
用
た
め
池
は
、

町
所
有
の
４
か
所
を
除
き
、

８
か
所
あ
り
ま
す
。

山
本・都
市
政
策
部
長

　

所
有
者
不
明
の
た
め
池

及
び
、
離
農
や
高
齢
化
で

管
理
で
き
て
い
な
い
た
め

池
は
な
く
、
農
区
長
や
財

産
組
合
と
連
携
し
て
適
正

に
管
理
で
き
て
い
ま
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
決
壊
な
ど
に
関
す
る

情
報
の
伝
達
方
法
、
避
難

場
所
や
経
路

な
ど
地
域
住

民
に
周
知
し

て
い
き
ま
す
。

山
脇

　

指
定
の
申
請
に
必
要
な

予
算
と
メ
リ
ッ
ト
は
。

都
市
政
策
部
長

　

費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

護
岸
の
修
理
、
浚
渫
や

底
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り

の
通
常
の
維
持
管
理
が
事

業
債
の
採
択
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。山

脇

　

水
田
を
潤
す
た
め
の
入

水
路
や
排
水
路
は
ど
こ
が

山
脇

　

南
里
水
路
の
擁
壁
崩
壊

で
修
理
保
全
が
行
わ
れ
た
。

　

今
後
水
路
補
修
に
多
額

の
予
算
が
か
か
る
と
思
う

が
、
ど
う
対
応
さ
れ
ま
す
か
。

町
長

　

改
修
に
は
町
の
負
担
が

多
く
必
要
で
す
。

　

農
業
水
路
及
び
普
通
河

川
で
は
、
補
助
事
業
に
該

当
し
ま
せ
ん
。

　

準
用
河
川
の
指
定
で
事

業
債
活
用
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

管
理
し
ま
す
か
。

町
長

　

町
で
管
理
義
務
が
あ
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
農
家
の
方
々

が
自
分
の
水
田
に
利
用
す

る
水
路
、
排
水
路
は
、
清

掃
維
持
管
理
を
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　

例
え
ば
、
入
水
路
排
水

路
の
崩
壊
で
水
路
と
し
て

の
効
果
を
果
た
さ
な
い
場

合
は
、
町
の
方
で
工
事
を

お
こ
な
い
ま
す
。

山
脇

　

扇
橋
付
近
で
痛
ま
し
い

事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
件
後
直
ぐ
に
町

長
は
、
ど
う
い
っ
た
対
応

を
し
ま
し
た
か
。

町
長

　

担
当
課
を
通
じ
て
県
土

整
備
事
務
所
に
現
場
の
樹

木
の
伐
採
と
撤
去
を
強
く

要
望
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
警
察
か
ら
現

場
保
全
が
必
要
で
あ
る
と

の
こ
と
で
伐
採
を
止
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。

　

粕
屋
警
察
署
に
出
向
き

町
民
す
べ
て
が
早
期
の
環

境
改
善
を
強
く
望
ん
で
い

る
こ
と
を
強
く
要
望
し
ま

し
た
。

犯罪が行われた現場

南里水路の今後の対応を聞く
町長／準用河川指定で負担の軽減

犯罪現場の早期改善は
町長／ 大幅な現場の 

改善を
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木村　優子 議員

町
長

　

喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
も
協
力
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、
日
本
語
教
室
も
行

い
、
今
ま
で
に
無
い
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
補
完

す
る
よ
う
な
こ
と
も
考
え

て
参
り
ま
す
。

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
の

で
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
も

含
め
て
今
後
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
村

　

共
生
社
会
へ
環
境
整
備

を
と
い
う
こ
と
で
質
問
し

ま
す
。

　

改
正
入
国
管
理
法
や
日

本
語
教
育
推
進
法
が
成
立

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
外
国
人
労
働
者

が
増
加
す
る
日
本
に
お
い

て
、
粕
屋
町
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。

木
村

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど

の
里
親
制
度
へ
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。

住
民
福
祉
部
長

　

日
頃
か
ら
子
育
て
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
や
保
健
師
な
ど

に
よ
る
相
談
業
務
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
ま
ず
は
大

切
と
考
え
ま
す
。

　

相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、

児
童
相
談
所
と
住
民
の
迅

速
な
橋
渡
し
が
で
き
る
よ

う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

の
周
知
も
ま
だ
で
き
て
い

新生児聴覚検査への取り組みは
古賀・健康づくり課長／
　100％の方に受けていただきたい

共生社会へ環境整備を
箱田・町長／
　　喫緊の課題です

里
親
制
度
へ
の

取
り
組
み
は

中
小
原
・
住
民
福
祉
部
長
／

今
後
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す

木
村

　

平
成
28
年
９
月
に
行
っ

た
新
生
児
聴
覚
検
査
へ
の

取
り
組
み
の
再
質
問
で
す
。

　

公
費
助
成
の
導
入
を

行
っ
て
、
受
診
を
促
す
体

制
づ
く
り
を
と
の
答
弁

に
、
調
査
検
討
を
進
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と

言
う
こ
と
で
し
た
が
、
進

捗
状
況
は
。

　

ま
た
、
料
金
が
壁
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

健
康
づ
く
り
課
長

　

１
０
０
％
の
方
に
受
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
粕
屋
町
の
実
態
か

ら
、
す
ぐ
に
公
費
助
成
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

　

理
由
は
、
受
診
率
が�

97･

２
％
と
上
昇
し
て
き

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

未
受
診
者
の
理
由
を
調

査
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
ぼ

経
済
的
な
理
由
で
は
な
く
、

「
病
院
で
聞
か
れ
た
か
を

覚
え
て
い
な
い
」
な
ど
の

返
答
が
多
い
で
す
。

厚生労働省の啓発チラシ
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太田　健策 議員

都市計画マスタープランについて
箱田・町長／令和２年に向けて見直しを始めた

太
田

　

22
年
に
作
ら
れ
た
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

結
果
の
報
告
を
６
つ
の
方

向
性
で
説
明
し
て
下
さ
い
。

町
長

　

今
回
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
間
年
度

の
見
直
し
を
令
和
２
年
迄

に
計
画
の
見
直
し
に
始
め

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

６
つ
の
Ｊ
Ｒ
の
駅
を
中

心
と
し
た
、
に
ぎ
わ
い
と

暮
ら
し
の
充
実
、
特
に
長

者
原
駅
、
原
町
駅
と
そ
の

周
辺
を
中
心
に
都
市
型
の

ま
ち
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

太
田

　

22
年
に
策
定
さ
れ
た
マ

ス
タ
ー
プ
ラ

ン
か
ら
10
年
、

何
も
変
わ
ら

な
い
。

　

策
定
委
員

の
選
考
が
ま

ず
い
の
で
は
。

　

町
会
議
員
が

委
員
に
な
っ

て
な
い
の
は

何
故
か
、
町
民
か
ら
の

要
望
、
意
見
な
ど
は
議

員
が
一
番
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
野・総
務
部
長

　

18
年
９
月
の
議
会
運
営

委
員
会
で
参
加
し
な
い
こ

と
を
取
り
決
め
さ
れ
て
い

ま
す
。

太
田

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
、
総
合
計
画
の
中
で

も
、
町
民
の
考
え
を
受
け

と
め
て
作
成
す
る
と
あ
り

ま
す
。

　

扇
橋
か
ら
原
町
を
通
る

都
市
計
画
道
路
は
50
年
程

そ
の
ま
ま
、
箱
田
町
長
が

高
齢
者
の
免
許
返
納
に
つ
い
て

町
長
／
今
後
の
問
題
と
し
て
検
討
し
ま
す

言
わ
れ
る
駅
周
辺
に
は
長

者
原
駅
近
く
に
変
電
所
、

原
町
駅
周
辺
に
は
電
電
公

社
の
社
屋
が
50
年
以
上
も

前
か
ら
あ
り
発
展
を
害
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
に
は
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が

な
く
、
町
民
が
困
っ
て
い

て
家
族
の
だ
ん
ら
ん
の
場

所
が
な
い
。

　

中
央
保
育
所
、
仲
原
保

育
所
も
老
朽
化
し
て
い
る

の
に
補
修
で
ご
ま
か
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

町
長

　

仲
原
保
育
所
と
中
央
保

育
所
の
建
て
替
え
は
財
源

を
含
め
た
検
討
を
し
て
い

る
状
況
で
す
。

太
田

高
齢
者
の
免
許
返
納
に
つ

い
て
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長

　

本
当
に
必
要
に
迫
ら
れ

て
運
転
さ
れ
て
お
ら
れ
る

な
ど
切
実
な
問
題
が
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

課
で
そ
う
い
っ
た
相
談

に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

　

免
許
証
の
自
主
返
納
を

促
進
す
る
動
き
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

太
田

　

糟
屋
郡
内
の
免
許
返
納

者
の
人
数
と
条
件
を
教
え

て
下
さ
い
。

総
務
部
長

　

Ｈ
30
年
１
月
か
ら
12
月

で
粕
屋
町
79
人
、
篠
栗
町

27
人
、
志
免
町
92
人
、
久

山
町
16
人
、
新
宮
町
70
人
、

須
恵
町
29
人
、
宇
美
町
49

人
、
古
賀
市
80
人
で
す
。

　

粕
屋
町
で
は
70
歳
以
上

に
５
０
０
０
円
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

太
田

　

70
歳
以
上
に
な
っ
て
、

免
許
返
納
し
て
シ
ニ
ア

カ
ー
を
買
う
と
30
万
円
程

か
か
り
ま
す
。

　

将
来
的
に
数
が
増
え
る

と
思
い
ま
す
が
、
補
助
金

制
度
や
通
る
歩
道
の
安
全

通
行
な
ど
考
え
て
ほ
し
い
。

町
長

　

今
後
の
問
題
と
し
て
検

討
し
ま
す
。
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田川　正治 議員

ス
が
増
え
る
と
プ
レ
ハ
ブ

で
授
業
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
り
ま
す
。

町
長

　

今
の
施
設
で
何
と
か
耐
え

ら
れ
れ
ば
と
、
多
目
的
教
室

や
学
級
の
多
人
数
化
で
凌し
の
げ

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

何
年
後
に
学
校
を
建
て

る
と
い
う
の
は
、
現
在
の

財
政
状
況
で
は
不
明
で
す
。

田
川

　

文
科
省
も
大
規
模
校
は

「
特
別
教
室
や
運
動
場
使

用
に
支
障
を
生
じ
ま
す
。

　

災
害
の
際
に
高
所
か
ら

の
避
難
に
時
間
が
か
か

る
」
と
指
摘
、
大
規
模
校

の
問
題
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

田
川

　

町
の
総
合
計
画
で
は
今

後
15
年
間
、
人
口
が
増
加

し
毎
年
７
０
０
人
余
の
子

ど
も
が
産
ま
れ
る
と
し
て

い
ま
す
。
現
在
の
学
校
敷

地
内
で
は
学
童
施
設
や
教

室
を
増
や
す
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。

　

将
来
を
見
通
し
た
小
学

校
の
建
設
計
画
を
立
て
る

べ
き
で
す
。

西
村・教
育
長

　

学
校
を
別
の
場
所
に
建

設
す
る
と
か
、
近
隣
の
敷

地
を
買
い
取
っ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
今
の

学
校
の
中
で
で
き
る
こ
と

を
学
校
教
育
課
と
も
話
し

て
い
ま
す
。

　

近
隣
の
学
校
で
は
ク
ラ

教
育
長

　

大
規
模
校
と
小
規
模
校

の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
は
あ
り
ま
す
が
、
災
害

の
時
は
、
大
規
模
校
の
場

合
は
か
な
り
難
し
い
面
が

あ
り
ま
す
。田

川

　

特
別
支
援
学
級
は
教
室

が
間
仕
切
り
で
２
ク
ラ
ス

に
な
り
、
エ
ア
コ
ン
の
リ

モ
コ
ン
が
一
つ
で
温
度
の

調
節
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

各
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設

置
を
求
め
ま
す
。

町
長

　

エ
ア
コ
ン
の
本
体
が
一

つ
で
温
度
調
節
が
で
き
な

い
の
で
、
現
場
も
調
査
し

な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

教
室
不
足
解
消
の
た

め
小
学
校
の
新
設
を

箱
田
・
町
長
／ 

現
在
、学
校
建
設
す
る

財
政
状
況
に
な
い

田
川

　

町
立
保
育
所
の
耐
震
診

断
と
中
央
保
育
所
の
雨
漏

り
工
事
と
天
井
の
改
修
を

緊
急
に
行
う
べ
き
で
す
。

町
長

　

今
年
は
雨
も
多
く
台
風

も
あ
り
、
新
た
な
雨
漏
り

の
個
所
が
見
つ
か
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
対
策
を
今

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

耐
震
診
断
の
義
務
付
け

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
建
築

士
に
屋
根
裏
と
建
物
本
体

の
状
況
を
見
て
も
ら
い
判

断
し
ま
す
。田

川

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
粕
屋
６
町
で
建
設
す
る

こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

進
捗
状
況
を
説
明
し
て

く
だ
さ
い
。

住
民
福
祉
部
長

　

施
設
の
定
数
は
50
名
で

７
月
に
事
業
所
を
選
定
、

県
が
12
月
に
施
設
整
備
の

判
断
を
行
い
ま
す
。

特養ホームの新設で
待機者の解消を
中小原・住民福祉部長／
定数50名の事業者の書類を県に申請

小学校の授業参観の様子

中央保育所の�
雨漏りの改修を緊急に
町長／ 新たな雨漏り個所増え、

対策を計画
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本田　芳枝 議員

５万人のまちづくりとは
箱田・町長／幸福感を味わえるまちづくりです

本
田

　

箱
田
町
長
は
市
制
施
行

を
す
る
・
し
な
い
に
拘
わ

ら
ず
人
口
の
伸
び
が
確
実

な
の
で
５
万
人
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
た
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
具
体
的

な
動
き
が
見
え
て
い
な
い
。

　

町
民
と
ど
う
協
働
し
て

ま
ち
づ
く
り
構
想
を
実
現

し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の

か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

　

こ
の
５
年
間
で
社
会
保

障
費
の
伸
び
は
倍
の
増
加
、

投
資
的
経
費
も
イ
ン
フ
ラ

関
係
の
維
持
補
修
を
含
め

た
整
備
費
は
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
予
算
規
模
。

　

持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
考
え
ま
す
と
財
政
基
盤

を
し
っ
か
り
し
た
も
の
に

し
な
い
と
粕
屋
町
の
ま
ち

づ
く
り
は
支
え
き
れ
な
い
、

と
１
年
振
り
返
り
強
く
思

い
ま
す
。

本
田

　

財
政
的
な
基
盤
を
強
固

な
も
の
に
す
る
た
め
の
今

後
の
施
策
は
。

町
長

　

人
口
の
増
加
と
企
業
・

産
業
の
立
地
を
進
め
る
、

町
内
の
企
業
・
産
業
の
発

達
を
深
め
、
こ
れ
が
総
合

的
な
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
言
え
ま
せ
ん

が
と
に
か
く
住
民
の
方
々
が

幸
福
感
を
味
わ
え
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

本
田

　

粕
屋
町
で
は
今
４
つ
の

計
画
の
見
直
し
や
策
定
が

２
０
０
０
万
円
ほ
ど
か
け

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
意
見
を
取
り
入

れ
る
と
い
う
視
点
か
ら
見

る
と
、
現
状
で
は
委
員
公

募
の
仕
方
、
会
議
の
報
告

な
ど
不
十
分
で
す
。

　

町
長
が
最
初
に
言
わ
れ

た
思
い
が
伝
わ
ら
な
い
。

　

粕
屋
町
は
今
曲
が
り
角

に
来
て
い
ま
す
。

　

国
の
流
れ
、
世
界
の
流

れ
そ
の
中
で
粕
屋
町
の
舵

を
ど
う
切
っ
て
い
く
の
か
、

そ
の
辺
が
具
体
的
に
見
え

る
よ
う
な
施
策
を
、
ま
た

会
議
の
公
開
も
含
め
て
更

な
る
検
討
を
お
願
い
し
た

い
。

本
田

　

持
続
可
能
な
開
発
と
い

う
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
が
。町

長

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
持
続
可
能

な
開
発
目
標
、
す
べ
て
必

要
な
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
目
標
は
そ
れ

ぞ
れ
の
施
策
に
反
映
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
全
部
で

17
項
目
あ
り
ま
す
。

　

職
員
に
は
机
の
上
だ
け

で
仕
事
を
す
る
な
と
言
っ

て
い
ま
す
。

　

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら

え
る
た
め
に
住
民
の
方
々

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

討
議
を
し
な
が
ら
こ
の

町
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う

進
め
て
い
く
か
、
と
い
う

思
い
で
す
。

現在策定中の粕屋町４計画の概要（2019 年 9月）
計画の表題 策定期間 予算額 策定人数 公募人数

第５次総合計画後期基本計画 2019 年 4月～ 2020 年 12月 855 万円 16 4

第２期まち・ひと・しごと創
生総合戦略

2019 年 4月～ 2020 年 3月 536 万円 10 2

男女共同参画計画 2019 年 4月～ 2020 年 3月 326 万円 10 3

都市計画マスタープラン 2018 年 5月～ 2020 年 6月 972 万円 14 3

（計 2,689 万円）

●�

障
が
い
児
保
育
・
教
育

●�

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
す
る
ふ
れ
あ
い
バ
ス

の
長
所
、
短
所

その他の質問
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に
考
え
て
い
ま
す
か
。

山
本・都
市
政
策
部
長

　

南
部
大
規
模
集
客
施
設

は
、
町
内
や
福
岡
空
港
な

ど
町
外
へ
の
バ
ス
交
通
の

要
と
し
て
機
能
し
て
お
り

案
浦

　

今
回
の
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
で
、

大
き
く
修
正
が
必
要
な
事

項
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長

　

九
大
原
町
農
場
跡
地
の

新
駅
構
想
に
つ
い
て
、
現

在
の
計
画
策
定
後
、
Ｊ
Ｒ

と
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
駅
設
置
の
構
造
上
の

問
題
か
ら
実
現
性
が
難
し

い
た
め
、
今
回
の
見
直
し

で
修
正
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

案
浦

　

新
た
な
地
域
拠
点
「
南

部
大
規
模
集
客
施
設
周

辺
」
の
役
割
を
ど
の
よ
う

ま
す
。

　

現
在
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス

の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
も

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
バ
ス
交
通
網
と

し
て
の
利
便
性
の
向
上
を

目
指
す
た
め
、
計
画
に
盛

り
込
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

案
浦

　

駕
与
丁
公
園
の
活
用
は
、

計
画
に
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
ま
す
か
。

都
市
政
策
部
長

　

駕
与
丁
公
園
の
更
な
る

魅
力
向
上
の
た
め
、
バ
ラ

園
の
充
実
や
公
園
利
用
者

の
利
便
の
向
上
に
資
す
る

公
園
施
設
の
設
置
を
、
計

画
に
盛
り
込
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
回
の
見
直
し
で
の

主
な
修
正
事
項
は

箱
田
・
町
長
／ 

原
町
農
場
の
新
駅 

構
想
は
修
正
し
た
い

案浦　兼敏 議員

案
浦

　

原
町
農
場
の
跡
地
利
用

計
画
は
、
ど
う
な
っ
て
い

ま
す
か
。町

長

　

跡
地
の
利
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
現
在
、
九
大
と

の
定
期
的
な
勉
強
会
な
ど

で
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
計
画
策
定
ま
で
に

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

農
場
移
転
後
、
建
物
の
解

体
に
２
年
程
度
か
か
り
、
そ

の
後
文
化
財
の
発
掘
調
査
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
売
却
ま
で
に

は
数
年
か
か
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

案
浦

　

跡
地
利
用
計
画
に
つ
い

て
、
粕
屋
町
が
果
た
す
役

割
は
何
で
す
か
。

町
長

　

粕
屋
町
が
主
体
的
に
跡

地
利
用
を
誘
導
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
旗
振
り
役

と
し
て
粕
屋
町
が
存
在
す

る
と
思
い
ま
す
。

案
浦

　

跡
地
利
用
計
画
の
早
期

策
定
に
つ
い
て
、
町
長
の

考
え
は
。町

長

　

課
題
山
積
の
中
、
一
つ

ひ
と
つ
解
決
し
な
が
ら
、

跡
地
利
用
計
画
の
検
討
を

積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

九大原町農場の移転�
完了時期は

町長／ 令和２年度中に完了の 
予定です

九大農場跡地の概要
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久我　純治 議員

第５次粕屋町総合計画について
山本・都市政策部長／ 来年３月策定委員会案を

決定予定

久
我

　

自
然
と
調
和
の
ま
ち
、

田
ん
ぼ
は
ど
ん
ど
ん
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
。

八
尋・地
域
振
興
課
長

　

平
成
２
年
水
田
３
７
０

ha
が
平
成
27
年
２
０
４
ha

で
す
。

久
我

　

２
世
代
３
世
代
住
め
る

ま
ち
づ
く
り
を
、
補
助
金

で
進
め
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
。箱

田・町
長

　

国
の
政
策
と
し
て
は
、

女
性
が
社
会
進
出
し
活
躍

し
て
欲
し
い
。

　

女
性
が
働
い
て
は
い
け

な
い
こ
と
は
、
時
代
に
一

部
逆
行
し
ま
す
。

久
我

　

令
和
２
年
は
、
土
地
利

用
の
見
直
す
年
。

　

昔
は
40
坪
区
画
の
分
譲

で
建
ペ
い
率
40
︱
60
で
24

坪
の
家
し
か
建
っ
て
な
い
。

建
て
替
え
も
で
き
ず
土
地

利
用
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
達
が
里
帰
り
し

て
も
泊
ま
る
部
屋
が
な
い
。

　

こ
ん
な
所
が
博
多
駅
か

ら
10
分
、
自
宅
ま
で
５
分

位
の
と
こ
ろ
で
す
。

　

片
や
田
ん
ぼ
を
埋
め
立

て
土
地
開
発
と
い
っ
て
い

ま
す
が
。

都
市
政
策
部
長

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
見
直
し
は
、
来
年
３
月

ま
で
に
策
定
委
員
会
の
案
を

決
定
し
、
最
終
的
に
は
来
年

度
に
決
定
し
ま
す
。

住
民
福
祉
部
長

　

本
人
に
取
得
の
意
思

が
あ
れ
ば
、
代
理
人
・

家
族
で
も
申
請
で
き
ま

す
が
、
受
領
は
原
則
本

人
で
す
。久

我

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

で
犯
罪
に
あ
っ
た
と
き
補

償
は
町
、
国
で
す
か
。

久
我

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
の
現
状
は
。

中
小
原・住
民
福
祉
部
長

　

７
月
末
現
在
４
９
５
２

枚
で
人
口
比
10
・
39
％
で

す
。

久
我

　

今
後
の
カ
ー
ド
の
拡
充

の
取
り
組
み
は
。

住
民
福
祉
部
長

　

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
に
案

内
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

月
一
回
休
日
開
庁
し
、
手

続
き
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

久
我

　

認
知
症
の
方
、
乳
幼
児
、

要
介
護
認
定
者
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
取
得
の
方
策

は
。

住
民
福
祉
部
長

　

町
も
国
も
補
償
は
し
ま

せ
ん
。

久
我

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
取
得
し
な
い
と
き
罰
則

が
あ
り
ま
す
か
。

町
長

　

取
得
は
任
意
な
の
で
罰

則
は
あ
り
ま
せ
ん
。

40坪の土地  建ぺい率40％
容積率60％に建つ家

み ほ
 ん

個人番号カードのみほん
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問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

町
長
／
取
得
は
任
意
で
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
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定
例
会 

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

賛
否
表

一
般
質
問

議
会
報
告
会

一
般
質
問

川口　晃 議員
川
口

　

人
権
連
は
福
岡
県
と
交

渉
を
行
い
ま
し
た
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に

関
す
る
回
答
は
「
令
和

元
年
の
隣
保
館
に
対
す
る

当
初
予
算
の
補
助
対
象
に

な
っ
て
い
る
」
で
し
た
。

　

一
時
間
程
前
に
県
の
方

か
ら
の
情
報
が
入
り
ま
し

た
。「
２
０
１
８
年
か
ら

20
年
、
３
ヶ
年
に
渡
っ
て

予
算
が
つ
く
ら
し
い
」
で

す
。
両
館
と
も
補
助
金
を

使
っ
て
の
設
置
が
可
能
で

す
。

箱
田・町
長

　

情
報
提
供
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
耐
震
性

を
診
断
し
て
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

川
口

　

上
大
隈
・
柚
須
両
館
と

も
耐
震
診
断
が
な
さ
れ
た

も
の
と
思
い
ま
す
が
、
耐

震
補
強
の
可
能
性
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
結
果
は
い
つ
頃

出
て
来
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

介
護
福
祉
課
長

　

耐
震
診
断
を
実
施
中
で

す
の
で
、
結
果
に
つ
い
て

は
町
の
方
に
は
来
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

一
月
頃
に
出
る
予
定
で
す
。

　

も
し
大
規
模
な
改
修
工

事
を
行
う
形
に
な
れ
ば
、

少
し
事
前
に
業
者
の
方
か

ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

川
口

　
『
柚
須
信
号
か
ら
阿
恵

橋
信
号
ま
で
の
電
柱
の
移

設
』
に
つ
い
て
は
、
調
査

を
九
電
の
方
に
依
頼
し
て

い
る
よ
う
な
こ
と
を
聞
い

て
い
ま
す
。

　

結
果
の
報
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

都
市
政
策
部
長

　

質
問
の
内
容
と
し
て
は

頂
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

現
地
調
査
を
行
い
、
結

果
と
し
て
、
車
輌
の
通
行

量
が
多
く
、
歩
道
幅
員

が
１
・
５
ｍ
程
度
し
か
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

中
に
電
柱
も
建
て
ら
れ
て

お
り
、
移
設
す
る
、
も
し

く
は
歩
道
を
広
げ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
と
、
お
の
ず

と
用
地
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

用
地
の
確
保
が
優
先
さ

れ
る
事
項
だ
と
い
う
風
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。

川
口

　

あ
の
道
路
の
北
側
に
は

空
家
に
な
っ
た
家
も
あ
り

ま
す
。

　

工
場
の
敷
地
の
空
間
も

か
な
り
あ
り
ま
す
。

　

北
側
に
道
路
を
移
設
し

て
南
側
の
歩
道
を
拡
幅
す

る
案
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

出
来
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
る
の
も
い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

柚
須
文
化
セ
ン
タ
ー
等

の
耐
震
診
断
は

石
川
・
介
護
福
祉
課
長
／

一
月
頃
内
容
は
報
告 

致
し
ま
す

柚須文化センター

阿恵橋信号西側歩道と歩道内電柱

通学路の歩道の拡幅と
電柱の移設
山本・都市政策部長／

用地の確保が優先されます

●�

会
計
年
度
任

用
職
員
へ
の

移
行
計
画
の

進
行
状
況
は

その他の質問
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福永　善之 議員

消防団のあり方
山野・総務部長／定員に満たない分団もある

福
永

　

昨
年
９
月
に
町
長
に

就
任
さ
れ
、
そ
の
時
に
発

言
さ
れ
た
『
外
に
飛
び
出

せ
、
公
務
員
』
の
意
図
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

箱
田・町
長

　

二
つ
の
側
面
が
あ
り

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
従
来
の
行

政
組
織
の
受
け
身
の
あ

り
方
で
は
な
く
、
職
員
が

外
に
出
て
町
民
の
意
見

を
聞
き
、
対
応
す
る
役
所

づ
く
り
を
し
て
い
く
こ

と
。

　

二
つ
目
は
、
職
員
が
職

務
か
ら
離
れ
、
地
域
の

様
々
な
町
民
と
意
見
交

換
を
し
、
そ
れ
が
最
終
的

に
は
自
分
の
糧
に
な
り

行
政
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。

福
永

　

現
役
の
消
防
団
員
よ

り
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

団
員
の
報
酬
は
、
団
員

個
人
の
口
座
に
振
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
か
。

総
務
部
長

　

平
成
20
年
に
消
防
庁

か
ら
、
報
酬
は
個
人
に
支

払
う
べ
き
、
と
い
う
通
達

が
あ
り
ま
す
。

　

粕
屋
町
の
場
合
は
、
本

人
の
了
解
を
得
て
、
分
団

を
通
じ
て
支
払
っ
て
い

ま
す
。

福
永

　

分
団
か
ら
、
各
個
人
に

報
酬
を
渡
す
の
で
す
ね
。

　

各
個
人
が
そ
の
よ
う

な
制
度
で
納
得
さ
れ
て

い
る
の
か
、
確
認
さ
れ
ま

し
た
か
。

　

参
考
ま
で
に
、
福
岡
市

消
防
局
は
、
個
人
の
口
座

に
振
り
込
む
よ
う
で
す
。

総
務
部
長

　

各
個
人
か
ら
印
鑑
を

も
ら
い
、
分
団
が
代
表
し

て
受
領
し
て
い
ま
す
。

福
永

　

報
酬
の
原
資
は
税
金

で
あ
り
、
使
途
の
透
明
化

は
必
要
で
す
。

　

個
人
が
個
人
の
判
断

で
分
団
に
報
酬
を
譲
渡

す
る
の
で
あ
れ
ば
問
題

あ
り
ま
せ
ん
が
、
分
団
に

一
括
で
支
給
す
る
の
は
、

外
部
監
査
で
通
用
し
ま

す
か
。総

務
部
長

　

適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

福
永

　

消
防
団
は
、
昔
な
が
ら

の
封
建
的
な
慣
習
が
引

き
継
が
れ
て
お
り
、
若
者

は
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

嫌
う
傾
向
が
強
い
。

　

時
代
に
適
応
し
た
仕

組
み
に
変
え
て
い
か
な

い
と
、
組
織
の
維
持
は
難

し
い
の
で
は
。

　

伝
統
の
継
承
は
大
事

な
こ
と
で
す
が
、
現
役
の

団
員
の
意
見
・
考
え
を
消

防
団
活
動
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
も
大
事
で
は
。

　

特
に
、
操
法
大
会
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
練
習

に
１
か
月
近
く
時
間
を

取
ら
れ
、
ま
た
、
操
法
訓

練
が
消
火
活
動
に
適
合

し
て
い
る
の
か
な
ど
、
消

防
団
の
あ
り
方
に
関
し
、

団
員
へ
秘
匿
性
の
強
い

方
法
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

総
務
部
長

　

消
防
団
幹
部
と
町
執

行
部
で
協
議
し
ま
す
。
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安藤　和寿 議員
安
藤

　

五
輪
は
地
方
が
変
わ
る

チ
ャ
ン
ス
と
し
、
自
治
体

単
独
で
も
世
界
に
対
し
て
、

町
の
情
報
発
信
が
出
来
る

絶
好
の
機
会
だ
と
、
積
極

的
に
活
動
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
り
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
の
き
っ
か

け
に
な
る
取
り
組
み
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
。箱

田・町
長

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
、
東
京
で
開
会
さ
れ

て
い
る
試
合
を
ス
ク
リ
ー

ン
を
広
げ
て
、
み
ん
な
で

応
援
す
る
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
枠
は
無
料
、
民

安
藤

　

来
年
、
東
京
で
開
催
さ

れ
る
２
回
目
の
夏
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、
開
催
地
以
外
の

当
町
は
ど
の
よ
う
な
関
わ

り
が
あ
る
の
か
、
参
加
国

の
事
前
合
宿
を
誘
致
す
る

自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

社
会
教
育
課
長

　

粕
屋
町
の
単
独
、
か
す

や
ド
ー
ム
を
視
野
に
入
れ

て
誘
致
で
き
な
い
か
、
協

議
を
実
施
、
検
討
し
ま
し

た
が
、
宿
泊
施
設
の
問
題

な
ど
で
残
念
な
が
ら
誘
致

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

放
は
有
料
と
い
う
よ
う
な

こ
と
も
、
い
ろ
ん
な
ハ
ー

ド
ル
が
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

安
藤

　

酒
殿
地
区
開
発
な
ど
か

ら
仲
原
小
学
校
、
児
童
数

の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す

が
、
受
け
入
れ
体
制
は
。

学
校
教
育
課
長

　

区
画
整
理
事
業
で
児
童

の
増
加
数
は
個
別
住
宅
、

集
合
住
宅
建
設
数
を
検
討

し
て
、
１
４
０
人
程
度
を

見
込
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら

の
児
童
を
学
年
に
均
等
に

振
り
分
け
た
場
合
に
現
在

の
教
室
で
受
け
入
れ
は
可

能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

安
藤

　

１
５
４
区
画
の
戸
建
と

い
う
こ
と
で
、
約
３
０
０

人
増
と
思
い
ま
し
た
が
、

１
４
０
人
推
測
で
す
か
。

学
校
教
育
課
長

　

想
定
し
た
世
帯
数

３
１
０
世
帯
に
発
生
率
を

か
け
て
１
４
０
人
前
後
の

児
童
人
数
で
算
出
し
て
い

ま
す
。

安
藤

　

学
童
保
育
の
受
け
入
れ

が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
が
体
制
は
。

学
校
教
育
課
長

　

平
成
29
年
度
に
増
員
を

行
い
、
現
在
は
１
６
０
名

で
運
営
、
今
回
の
酒
殿
の

開
発
に
よ
り
学
童
の
申
し

込
み
も
当
然
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
、
施
設
面
の
整

備
、
指
導
員
の
確
保
、
民

間
事
業
者
の
活
用
な
ど
も

含
め
て
今
か
ら
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

合
宿
な
ど
の
誘
致
は

新
宅
・
社
会
教
育
課
長
／

 

残
念
な
が
ら 

誘
致
で
き
な
か
っ
た

仲原小児童増、受け入れは万全か
早川・学校教育課長／現在の教室数で受け入れは可能

2020 年東京オリンピック開催まであと１年

現在の仲原小学校校舎
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中野　敏郎 議員

魚道があるのに
山本・都市政策部長／親水性には欠けています

中
野

　

大
川
の
薬
師
堰ぜ
き

に
は
、

魚
道
が
せ
っ
か
く
造
ら
れ

て
い
る
の
に
、
そ
れ
が
ど

う
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

都
市
政
策
部
長

　

魚
道
は
平
成
21
年
の
豪

雨
災
害
を
受
け
て
可
動
堰ぜ
き

へ
の
改
修
と
共
に
魚
類
の

遡そ

上
じ
ょ
う

と
い
う
こ
と
で
設

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
親

水
性
に
は
欠
け
た
整
備
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

中
野

　

単
純
な
話
、
魚
道
の
シ

ス
テ
ム
と
か
の
説
明
板
を

揚
げ
る
だ
け
で
も
い
い
の

で
は
な
い
で
す
か
。
伊
賀

公
園
の
中
な
の
で
す
よ
。

　

子
ど
も
た
ち
が
見
や
す

い
よ
う
に
椅
子
を
置
い
て

と
か
、
フ
ェ
ン
ス
を
加
工

し
た
り
し
て
。

　

あ
そ
こ
に
は
カ
ワ
セ

ミ
も
来
る
か
ら
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
か
の
併

設
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
歩
か
な
と
思

う
の
で
す
。

　
「
持
続
可
能
性
」
と
い

う
の
は
、
人
間
の
前
に
魚

が
あ
る
の
で
す
よ
ね
。

　

鳥
も
あ
る
の
で
す
よ
。

大
川
小
学
校
の
安
全
対
策
は

早
川
・
学
校
教
育
課
長
／
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
ま
す

中
野

　

大
川
小
学
校
で
行
わ
れ

て
い
る
通
学
路
の
安
全
対

策
・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
に

つ
い
て
、
部
長
制
そ
し
て

総
合
的
な
と
い
う
計
画
性

や
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

　

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

関
係
機
関
合
同
会
議
と
い

う
も
の
が
あ
り
２
年
に
１

回
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
撤
去
し
、

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。

　

工
事
に
際
し
て
、
関
係

各
課
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
は
い
た
し
ま
し
た
。

中
野

　

確
か
に
門
柱
と
か
が
な

く
な
り
、広
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
建
設
途
中
で

角
の
立
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
な
ど
あ
り
え
な
い
で

し
ょ
う
。

　

今
歩
い
て
い
る
の
で
す
よ
。

　

大
川
保
育
園
に
直
結
す

る
横
断
歩
道
は
で
き
な
い

の
で
す
か
。

学
校
教
育
課
長

　

関
係
機
関
と
協
議
し
て

お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
信
号
機
設
置
の

場
所
・
た
ま
り
場
の
確
保

が
今
の
と
こ
ろ
困
難
で
す
。

●��

粕
屋
町
政
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
居
場
所

は
●��

教
育
現
場
で
の
混
合
名
簿

●��

町
長
は
ぼ
た
山
を
ど
う
し
た
い
の
か

その他の質問

大川小学校にも
このようなアーチ門があれば…

魚道は環境教育の場



井上　正宏 議員

井
上

　

７
月
初
旬
に
粕
屋
町
仲

原
の
須
恵
川
で
事
件
が
発

生
し
ま
し
た
が
、
粕
屋
町

行
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
の

見
解
は
。

町
長

　

粕
屋
町
で
過
去
の
歴
史

を
考
え
て
み
て
も
悲
惨
さ

を
感
じ
、
私
も
２
度
と
こ

う
い
っ
た
犯
罪
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
対
策
を
取
り

ま
す
。

井
上

　

粕
屋
町
に
お
け
る
犯
罪

の
発
生
場
所
と
、
こ
の
１

年
間
の
不
審
者
情
報
件
数

防
犯
対
策
の

今
後
の
取
り
組
み
は

箱
田
・
町
長
／  

環
境
改
善
と
防
犯 

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

及
び
種
別
は
。

山
野・総
務
部
長

　

警
察
の
方
は
、
捜
査
の

情
報
と
か
発
生
場
所
を
特

定
し
て
発
表
す
る
こ
と
は

差
し
控
え
て
お
り
、
粕
屋

町
と
し
て
も
公
表
で
き
る

資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

犯
罪
件
数
は
、
校
区

別
に
報
告
を
受
け
て
い

て
、
種
別
に
つ
い
て
は
凶

悪
犯
・
粗
暴
犯
・
窃
盗
犯
・

知
能
犯
・
風
俗
犯
で
す
。

井
上

　

粕
屋
町
が
実
施
し
て
い

る
、
青
パ
ト
に
よ
る
巡
回

パ
ト
ロ
ー
ル
の
内
容
と
そ

の
効
果
は
。

井
上

　

学
童
保
育
指
導
員
の
給

与
改
善
に
つ
い
て
の
進
捗

状
況
は
。

町
長

　

今
の
厳
し
い
財
政
状
況

で
は
、
令
和
元
年
度
に
つ

き
ま
し
て
は
予
算
化
が
実

現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

西
村・教
育
長

　

予
算
に
つ
い
て
、
教
育

委
員
会
は
お
願
い
す
る
し

か
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
町

長
の
方
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

学童保育指導員の給与改善は
町長／今現在も検討中でございます

　

ま
た
、
青
パ
ト
を
運
転

で
き
る
役
場
職
員
、
防
犯

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
何
人
い

ま
す
か
。総

務
部
長

　

小
・
中
学
校
の
休
業
を

除
き
毎
日
で
、
登
下
校
時

間
帯
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

一
定
の
犯
罪
の
未
然
防

止
や
犯
罪
を
抑
制
す
る
効

果
は
上
が
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

青
パ
ト
を
運
転
で
き
る

役
場
職
員
は
26
名
で
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
１
名
で
す
。

井
上

　

粕
屋
町
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
具
体
的
な
設
置
場
所
と

設
置
数
は
。

総
務
部
長

　

防
犯
用
に
Ｊ
Ｒ
６
駅
で

15
台
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
場
所
に
つ
い

て
は
防
犯
上
答
弁
を
差
し

控
え
ま
す
。井

上

　

今
後
、
粕
屋
町
の
防
犯

意
識
を
高
め
る
た
め
の
広

報
は
何
か
考
え
て
あ
り
ま

す
か
。

町
長

　

我
々
は
犯
罪
を
抑
止
す

る
た
め
何
か
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
常
々
、
日
々
考

え
て
い
ま
す
。
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令和 2年増員予定の粕屋西小・学童保育所



　　

議会報告会
（粕屋町議会）

子ども議会

お気軽
に

お越し
くださ

い
「町民に信頼される議会」
「より身近な議会」を目指します。

日　時　11月19日（火）
　　　　19：30�～�21：00�
場　所　��甲仲原公民館・乙仲原西公民館

日　時　11月21日（木）
　　　　19：30�～�21：00�
場　所　��戸原公民館・原町公民館

粕屋町役場　議会事務局
☎  092-938-0161（直通） 
092-938-7780（ＦＡＸ）

お 問 い 合 わせ

前回までの議会報告会はサンレイクかすやで開催
をしていましたが、今回は私たちが伺い、各公民
館で開催させて頂くことになりました。

説明

大川小学校・仲原小学校・粕屋中央小学校・粕屋
西小学校の４小学校校区で、開催いたします。
最寄りの公民館にご来場ください。

注意

駐車場に限りがございます。
なるべく、お車でのお越しはご遠慮ください。交通

主�催　粕�屋�町�議�会

令和元年５月　議会報告会の様子

議会報告会 プ グ ムロ ラ
❶ 開会あいさつ
❷ 参加議員紹介
❸ 平成30年度決算報告
❹ 各常任委員会からの報告
❺ 質疑応答
❻ 意見交換会
❼ 閉会あいさつ

出前講座　　小学校６年生対象
テ ー マ　　「未来を決めるわたくしたちの町議会」

◦�大川小学校　　　　令和２年１月21日（火）５時間目　多目的ホール
◦�粕屋中央小学校　　令和２年１月23日（木）５時間目　多目的ホール
◦�仲原小学校　　　　令和２年１月28日（火）５時間目　体育館
◦�粕屋西小学校　　　令和２年１月30日（木）５時間目　体育館

町議会て何するところ？
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交流 〜次はあなたの番ですよ〜

　ほとんどひと月を要した９月議会も９月30日で終わり、これから12月議会までの間に、各委員会では、
視察研修の計画が立てられています。

視察先一覧
〇�建設常任委員会（10月24日～ 25日）
　富山市（SDGs）舟橋村（都市公園の活用）
〇�厚生常任委員会（11月６日～７日）
　滋賀県野洲市（くらし支えあい条例に関する取組み）
　滋賀県豊郷町（福祉医療助成制度に関する取組み）
〇総務常任委員会（２月予定）
〇�議会広報特別委員会（11月19日）
　町村議会広報研修会
〇�議会運営委員会（10月15日）
　新宮町議会、古賀市議会（議会常任委員会のあり方など）
　�会津若松市議会（議会運営のあり方など）現在日程交渉中。
〇�その他、新人議員研修・須恵町外二ケ町清掃組合議会・粕屋南部消防
組合議会・糟屋地区副議長会などでも視察研修を行う予定です。

　（視察報告は、今後の議会だよりに掲載いたします。）

「議会改革の『本質』を語り合おう」
　事務局から、会津若松市議会という文字をマーキングした自治日報の記事を配布
していただきました。
　上記タイトルのもと、住民参加による〇政策サポーター制度〇議会広報紙のモニ
ター制度〇市民フリースピーチ制度〇タウンミーティングなど、多くの事例を紹介
されていました。

ー 我が議会に足りない交流 ー
　記事に刺激を受けて、さっそく直撃インタビューを始め
てみました（10月６日、町民運動会にて）。
　我が町の議会広報に不足しているのは、みなさんとの交
流かもしれません。
　次回の議会だよりで、このような交流報告ができること
をご期待ください。

（例）
Q．�議会だよりについてど

う思いますか？
A．�町民との交流が足りな

いですね。啄
ついば

んでも反
応がないですよ。

悪い意味でよく 
話題になる視察ですが

次回12月議会は…
12月６日（金） 9:30 開始予定

    　９日（月） 9:30 一般質問予定

編集委員長　　木村　優子

編集副委員長　　案浦　兼敏

委　　　員　　小池　弘基

委　　　員　　田川　正治

委　　　員　　中野　敏郎

委　　　員　　井上　正宏

発行責任者　議長　鞭馬　直澄

次に

登場するのは

あなたカモ？
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